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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

一般廃棄物の最終処分場ではそこから発生する悪質な浸出水を遮水工によって外部に漏出しないようにして

いるが、遮水工の損壊などから、浸出水が漏出し地下水や土壌を汚染することが考えられる。従って、その影響

を知るためには、浸出水の土壌中での挙動を明らかにする必要がある。さらには、廃棄物の不法投棄が報告され

ており、このような廃棄物の不適切な処分による土壌・地下水汚染の実態を知るためにも浸出水が土壌に浸透す

る際の挙動を知ることが重要である。また、浸出水の特性を知るためには覆土層

における水質変化を知ることも必要である。土壌中での水質の変化は好気的条件

にあるか嫌気的条件にあるかによって大きく影響を受けるものと考えられる。そ

こで、大気に触れている面やその位置の条件を種々設定した土壌層に浸出水が浸

透した場合、これらの条件の違いによって浸出水の土壌中での水質変化がどのよ

うに影響を受けるのかについて、カラム実験を行うことによって検討した。

２．実験方法２．実験方法２．実験方法２．実験方法

本実験には、内径 10cmのカラムに、水抜けを良好にするために、下から約 3cm

の厚さに砂利を充填し、その上に約 54cmの厚さに土を充填した、土壌の厚さ約

57cmのカラム 4本と（図－１）、土壌の厚さを２倍にした約 115cmのカラム１

本の、合計５本のカラムを用いた。また、それぞれのカラムにＯＲＰ電極と簡易

型土壌溶液採取器を深さ方向に約 10cm間隔に取り付けた。

カラムに充填した土壌は、東北地方の一般廃棄物埋立地で覆土として使用して

いたもので（砂質ローム）、その風乾細土を実際の覆土とほぼ同じ充填密度となる

ように充填した。

３．条件と測定方法３．条件と測定方法３．条件と測定方法３．条件と測定方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図－１　カラム実験装置

実験に使用した５本のカラムは、それぞれ充填してある土壌が大気と

表－１　流入水の平均濃度

接触する条件が異なる。カラム１：大気に開放されていない状態カラム２：

カラムの下端で大気と接触する状態。カラム３：カラムの上端で大気と接触

する状態。カラム４：カラムの側面の穴で大気と接触する状態。カラム５：

条件はカラム１と同様であるが土壌の厚さが２倍の状態。

　流入水としては、カラムに充填した土壌を採取した一般廃棄物埋立地（焼

却灰主体）から流出しており、処理施設に入る前の浸出水を１μｍのメンブ

ランフィルターでろ過したものを使用した。流入水の平均濃度を表－１に示す。流入速度は、宮城県における年

間降水量相当の浸出水が土壌に流入することを想定し、2週間に 1度、12時間かけて 360mlを各カラムに流入

させた。

４．カラム流出水の変化４．カラム流出水の変化４．カラム流出水の変化４．カラム流出水の変化

　カラム流出水の変化は、ｐHを除き１μｍのメンブランフィルターでろ過したろ液について検討した。
（ａ）流出体積　流出体積の変化を図－２に示す。実験当初は、流入量とほとんど変わらない値で流出していたが、
カラム２、３については、蒸発により減少傾向が見られた。

キーワード：埋立地、浸出水、土壌浸透、カラム実験

連　絡　先：〒982-8577宮城県仙台市太白区八木山香澄町 35-1　TEL　022-229-1151　FAX　022-229-8393
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実験項目 平均値
ｐＨ 7.30

塩化物イオン 957(mg/l)
ＣＯＤｃｒ 18.7(mg/l)
Ｔ－Ｎ 16.5(mg/l)

ＮＨ４－Ｎ 15.5(mg/l)
ＮＯ２－Ｎ 0.0601(mg/l)
ＮＯ３－Ｎ 0.914(mg/l)
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図－3　ｐHの変化
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図－2　流出体積
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図－4　CODcr濃度変の変化
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図－６　Ｔ－Ｎ濃度の変化
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（ｂ）ｐH　ｐHの変化を図－３に示す。流入水の平均ｐHは約 7.7でア

ルカリ性であった。カラム５は流入水とほぼ同じｐH値を示している。ま

た６週目以降は流入水と同じ傾向が見られる。カラム２、３、４は比較的

低い値を示し、7.5 程度あったものが 6.0 付近まで減少した。全体的にど

のカラムもｐH値は減少傾向にあった。

（ｃ）Ｅｈ　Ｅｈの値はどのカラムについても 400～700mVの間にあり、

カラム内の土壌は酸化状態にあると思われる。従って、酸素呼吸や、部分

的には脱窒が生じる状態にあると考えられる。

（ｄ）ＣＯＤｃｒ　ＣＯＤｃｒ濃度の変化を図－４に負荷量を図－５に示

す。カラム２、５は、実験当初は高い値を示したが、週が経過するにつれ

て低下の傾向を示した。これは、被酸化性物質の吸着及び、土壌中微生物

による微生物分解可能な有機物の分解によると考えられる。また、負荷量

では濃度に比べ、カラム１では高い値を示し、カラム３では逆に低い値を

示した。土壌が空気に触れている面積の違いから、酸素供給量にも違いが

生じることになり、そのことも一因になっているものと考えられる。

（ｅ）窒素濃度　Ｔ－Ｎ濃度変化を図－６に、１６週目の窒素負荷量構成

を図－７に示す。図－７から流入水はほとんどＮＨ４－Ｎで構成されており、

カラム内を通過する間にＮＯ３－Ｎに変化していることがわかる。以上のこ

とより全カラム内で硝化がおきていることがわかる。また、各カラムによ

って窒素除去率に差が生じていることがわかる。特にカラム３、５の窒素

除去率が高くなっている。土壌による浄化機構については物理的浄化（ろ

過）、物理化学的浄化（吸着、不溶化）、生物化学的浄化（生物分解）が挙

げられるが、窒素除去については吸着や硝化・脱窒によるものと考えられ

る。カラム５は他のカラムに比べて２倍の長さがあるため、流入水がカラ

ムを通過する間に他のカラムよりも多く窒素成分が吸着されたと考えられ

る。

５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ

　一般廃棄物最終処分場の埋立地における浸出水を５種類の異なった条
件のカラムに浸透させた場合の挙動について検討したところ次のような結

論が得られた。

①空気に触れる面積が大きい条件のカラムでは、蒸発によって流出体積が

減少していた。

②Ｅｈはどの条件でも 400～700ｍＶで酸化状態にあり、カラム間に大き

な差は見られなかった。

③ｐHの変化については全カラムで減少傾向が見られた。この原因として

は土壌のｐH（H２Ｏ）の影響や、硝化によるH＋の放出によるものと考え

られる。

④Ｔ－Ｎ負荷量については、カラム３、５の除去率が高く、これは吸着作

用や硝化・脱窒によるによるものと考えられる。しかし、今後各カラムの

窒素濃度に変化が生じる可能性があるので継続的な実験が必要である。
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図－５　ＣＯＤｃｒ負荷量の変化
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図－７　窒素負荷量構成

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

流入水 カラム１ カラム２ カラム３ カラム４ カラム５

負
荷
量

（
ｍ
ｇ
）

ＮＨ４－Ｎ

ＮＯ３－Ｎ

ＮＯ２－Ｎ

Ｔ－Ｎ

-23- 土木学会第56回年次学術講演会（平成13年10月）

VII-011


	土壌に浸透する廃棄物埋立地浸出水の変化
	２．実験方法

